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本研究は，平成 30年度日本大学経済学部産業経営一般研究（期間：平成 30年 4月 1日か

ら令和 2年 3月 31日）の成果として，「負債の諸相への会計学からの接近―負債のオン・オ

バランス化をめぐる実態と検討―」と題してまとめあげた報告書である．

本研究の目的は，本学部の会計スタッフ 6名がそれぞれの研究テーマである会計制度，財

務報告制度，会計史，地方自治体の監査，管理会計の視点にたって，負債という側面からそ

れぞれの領域に固有の問題を取り出すとしたら，何が問題となるかを解明・究明することに

あった．

研究当初の背景としては，必ずしも会計学の領域に限定せず，負債に関する近年の文献レ

ビューを行った．そこでは債務問題を広範な視点から捉え，銀行・国家・マクロ経済を巻き

込む危機が忍び寄る債務問題が論じられており，間接的ではあるが本研究プロジェクトに関

連性がみられることを確認した．こうした問題に対しても会計学研究の意義が問われている

ことを認識した．

本報告書の序章にもあるとおり，「負債」という概念は，古来，共同体においてヒトとヒ

トとの関係をつなぐカギ概念として存在していた．一方，会計においては 15世紀末の簿記

の発祥をまって初めて，負債は債権債務関係を律する重要な概念として位置づけられ，現在

に至ったのである．それは資金の調達源泉としての自己資本―株主資本―に対して，会計学

においては従属的とはいえないとしても，決して会計（学）の中心問題のひとつとして真正

面から取りあつかわれてきたものではない．

ところが，近年，負債問題が株式会社会計（制度）においても，地方自治体，国などのパ

ブリックセクターの会計（制度）においても，等しく議論を呼んでいる．その理由のひとつ

は，資本拠出と同様に資金を提供する債権者にとっても企業とパブリックセクターとの関係

をこれまでにも増して重要なステークホルダーとして位置づけられたことに求められるだろ

う．それはとくに次の 2つの点にあらわれているといえよう．

一つは，すでに負債という概念は国内の会計基準においても国際会計基準においてもほぼ

同様に扱われており，概念フレームワークのなかで，「負債とは，過去の事象の結果として

経済的資源を移転するという企業の現在の義務である．（par.4.26）」と定義されている．し

かし，いままた負債とはなにかが問われている．

本報告書においては，負債とは liabilityとしてあらわされているが，一般には debtが使わ

れ，また liabilityといっても，その境界を決めるものが義務，債務をあらわす obligationで

あるとすれば，それら用語の識別がいままた問題となっている．

もう一つは，上述した用語の問題と相まって，負債をめぐる新たな形態変化である．いま

まで会計（学）上，議論を呼んでこなかった新たな形態の負債，あるいは義務が顕在化して



きており，この問題に対して会計（学）はどのように対処すべきであろうか．

本報告書は，負債をめぐる上述したような問題状況のもとに，とりあえずは仮説―検証と

う実証研究の方法ではなく，「負債の諸相への会計学からの接近」という観点から，すでに

述べたとおり，すでに会計学研究でそれぞれ一定の成果を公表している研究メンバーからみ

た「負債の諸相」の一端を明らかにすることを通じて，つぎなるステップの一里程標とする

こととした．
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